
日本中国語学会第63回全国大会プログラム

2013年10月26日（土）. 27日（日）東京外国語大学

I.前日 10月25日（金）

17:00～19:00 理事会（本部管理棟2階小会議室）

ll，第1日 10月26日（土）

10:30～12:00 評議会（102中講義室）
12:00～ 受付（マルチメディアホール前）

役員選挙投票（～16:55)

13:00～13:10 開会式（マルチメディアホール）

開会の辞 日本中国語学会会長古屋昭弘（早稲田大学）

学会奨励賞関連

13:10～14:10 講演「双音化在、況活i吾法中的地位和作用j

沈家’壇（中国社会科学院語言研究所）

14:10～14:30 質疑応答 司会任 鷹（神戸市外国語大学）

休憩

14:50～16:50 ワークショップ
1. 「指称の範鴫化と「存在j の問題をめぐる考察

一歴史文法の観点から一J （マルチメディアホール）

司会：中川 正之（立命館大学）

大西 克也（東京大学） 「『史記』と『世説新語』を中心に／指称範晴化への胎動」

松江 崇（北海道大学） 「唐玉代資料を中心に／指称範曙の生成j

木津祐子（京都大学） 「『朱子語類』を中心に／指称範鴫の展開J

木村英樹（東京大学） 「‘referentialiザと‘reality’一一モノ・サマ・コトの現実性と有

標化をめぐる問題J

2.「阿仁現代波情調典的建拘与対訳i吾；教学研究的貢献j ( 115大講義室）

司会：望月 圭子（東京外国語大学）

倉 E末（北京大学） 「現代況活拘式知浜庫的改i十与実現：以表量拘式方例」

砂同 和子（早稲田大学） 「美子江i吾功両事卜i吾用法的同上司典的投i十j

望月 圭子（東京外国語大学）「如何根据況活中介i吾料来建拘ーノト同上双i吾備涙河典j

福田期（東京外国語大学） ・彰板婁（東京大学・院） 「双i吾中介培料里的日本学三3者

的備i英美型J

17:00～18:00 総会（マルチメディアホー／レ）

18:15～20:15 懇親会（大学会館）



m.第2日 10月27日（日）
9:00～ 受付（マルチメディアホール前）

9:30～11:10 分科会研究発表 午前の部（研究講義棟I階講義室）

11:10～12カO ポスターセッション（研究講義棟l階ガレリア）

12:00～12:50 昼食・休憩（115大講義室）

12:50～16:50 分科会研究発表午後の部（研究講義棟l階講義室）

ポスターセッション

会場（研究講義棟1階ガレリア） 11:10～12:00 

I.越 林暁（北京大学）「武i念明代的重功句式“vov不C”j

2.落合 守和（首都大学東京）「『白話北京日報』の言語についてJ

3.宋 亜云（北京大学）「上古江清作格功河的定文和誼圏J

4.野中 仁（京都外国語大学・院）「“在”が持つ「存在j概念と進行相1

5.伊藤さとみ（お茶の水女子大学）「中国語の選言表現の交代現象J

6.竹越美奈子（愛知東邦大学）「十九世紀広東知識人の話しことばj

7.王 現（東京大学・院）「現代中国語語気詞「桐（a)Jの疑問文末用法一ーコーパスに基

づく考察J

8.荒木典子（首都大学東京）「否定調の歴史一明代白話を中心に一」

9.陳 彦君（台湾大皐）「煙、畑、事用字考一一以歴史来源及聞南語「食薫」構詞概念

探究之J

10.大野広之（慶熔義塾大学・非）「『大蔵全児』にみられる真言陀羅尼対音表記について

の一考察J

I I.西村英希（神戸市外国語大学・院）「情恋副河的“后宣”与“隻用”現象J

12.劉 春芳（首都大学東京・院／太原姉高学院）「“去来”鈷拘考持一一以況i吾会活謀本

《老乞大》四科版本方中心j

13.藤井美郷（北京大学）「現代況活備正式功名担合経文研究J

14.幽 明（愛知県立大学）「愛知県立大学多言語学習センターカリキュラム開発への

取り組み：中国語運用能力判断基準（can・doリスト）の開発とその意義J

※ポスターはセッション開始の2時間前より掲示することが可能です。

※ポスターセッションではポスターを縮小印刷したプリント（A4で1枚片面使用）を配布する

ことができます。

※発表者は所定の時間内にセッション会場を離れることはできません。
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分科会研究発表

・第1会場（102中講議室）

9:30～11: 10 司会佐々木勲人（筑波大学）

許 慧致（新潟大学・院）「受益の“給～”構文と“替～”構文の文法的使い分けと意

味的分析JI有講評1
神谷智幸（東京大学・院）「「執行使役文j と共起する“鎗V”構造の意味機能j

趣 葵欣（福岡大学）「訳i吾方吉代河目指赴宣句的実型与差昇J

12: so~~ 14: 30 司会小野秀樹（東京大学）

輩 雪矯（新潟大学・院）「場所を焦点、化する“是…的”構文の意味特性についてー動

相助調“了”を伴う構文どの比較対照を通してーj

越 宏同lj（名古屋大学・院）「静態存在文におけるアスペクト辞“着”と“了”につい

て一主観性とし、う観点から一J

李 詩敏（開立政治大皐）「草間客標誌状態改餐之時貌構式的比較：語料庫観貼」

14:35～16:50 司会森宏子（流通科学大学）

肖 海那（神戸市外国語大学・院）「現代中国語における形容調性修飾成分を含むこタ

イプの喚体句ー「程度副詞型Jと「指示調型」ーJ

王 暁－丹（新潟大学．院）「“快．．．了”と“要．．．了”の文・t:去的使い分けと意味的相違」

王 氏（九州外国語学院）「訳i吾i吾会t助河的“依存関係構造”

佐々木俊雄（:jヒ京大学．院）「“就”の尺度含意J

・第2会場（103中講義室）

9:30～11: 10 司会石村広（中央大学）

王 英輝（東京大学・院）「「V一個」における「一個jの意味」

圧 字（東京福祉大学）「“一小”の個体化機能j

楊 麗栄（新潟大学・院） r中国語の動補構文が「使役Jの意味を派生するメカニズ、ム

に関する研究J［有講評】

12:50～14:30 司会子康（関西学院大学）

粛景淡（国立清華大挙）・張牽（台中科技大学）［否定情態詞的分析性分析：以台湾関南

語語詞「免」 bien2為例j

李 佳襟（東京大学・院）「法治“表示列挙”的助河“的”」

郵 冠明（園立清華大皐）「台湾問南語否定祈使句主語之研究J

14:35～16:50 司会丸尾誠（名古屋大学）

遠藤 智子（日本学術振興会／京都大学）「中国語の自然会話における舌打ちの位置と機能J

加納希美（東京理科大学・非）「臨時量調を伴う二重目的語構文のひろがり j

呉 蘭（東北大学・院）「中国語の推量表現j

梁 縛捧（新潟大学・院）「開始義を表す“～起来”と“～芥”の文法的使い分けと意

味上の相違についてJI有講評l
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・第3会場 (109中講義室）

9:30～11 : 10 司会大西博子（近畿大学）

鄭 祭（新竹教育大皐） r h人方吉比絞看「一肘J的i吾法化迂程j

李 恵埼（園立成功大畢）「海南関語情態詞‘得’ J

前回 恭規（東京大学・院）「現代中国語における「アスペクト無標識jの完了事態表現」

12:50～14:30 司会朱継征（新潟大学）

荏 停（東京外国語大学・院） r“YR了0”が過分義を表す条件について」【有講評】

呉 容純（新竹教育大皐）「客家話語尾助詞「honn」輿中文「H巴」的比較J

毛 災隼（東京大学・院）「淡日況i吾劫両劫貌対比研究中的“結果取消測i式”一一兼治

rJ..活及物劫河劫貌笑型的隻染性j

14:35～16:50 司会遠藤雅裕（中央大学）

王 錦慧（台湾師範大皐）「時間副詞「在」的形成探究」

江 敏華（中央研究院語言皐研究所）「葺湾客家話中引介虞所／時間的介詞一一跨方言

及文献的考察J

王 振字（関西学院大学）「美子湖南方吉中完成貌助詞的i吾法化J【有講評】

郎 湘雲（彰化師範大主要）「台湾華語及客家話「吃（食）」動詞語義街生認知探討J

・第4会場（107中講議室）

9:30～11: 10 司会松江崇（北海道大学）

王 先云（北京大学）「上古況i吾“見”的音文美系和活文句法特点」

高山 亮太（早稲田大学・院）「呉の孫休の命名用字」【有講評1

銚 侍嘉（桜美林大学／同済大学）「説“縄索”J

12:50～14:30 司会竹越孝（神戸市外国語大学）

智 瑞畑（中国社会科学院・院）「肱i苦吉接触的視角看元代訳i語的“VI着V2”句式」

包 聯群（首都大学東京・非）「『老乞大』についてJ【有講評I

千野万里子（杏林大学）「近世中国語の進行・持続表現について一《紅楼多》《儒林外史》

を資料として－j

14:35～16:50 可会木津祐子（京都大学）

植田 均（奈良産業大学）「《醒世姻縁停》に見える“有声無字”の語」

伊伏 啓子（静宜大学）［早期西洋人中国語文法書に見られる“一個”についてJ｛有講

評1
藤本健一（大東文化大学・院）「近代法律新語の形成一箕作麟祥の新造語を中心に－j

田村 新（首都大学東京・非）「『教育雑誌』などにみる教育界と言語研究の関わり j

／
斗
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・第5会場（108中講義室）

9:30～11:10 司会田中智子（神戸夙川学院大学）

葉秋杏・頼恵玲（圃立政治大皐）「聖湾客語端測情態副詞「驚↑白」興「敢↑白」之多角度排

析」

黄漢設・葉瑞絹（新竹教育大撃）「客語「分」字受悪者弐構式之間的連結関係j

葉瑞婿・黄漢君（新竹教育大畢）「客語「分…謬」構式之探討」

12:50～14:30 司会遠藤光暁（青山学院大学）

劉 秀雪（新竹教育大挙）「閑語講仙方言的低央元音」

林 慧珊（台縄師範大皐）「成都話上聾探析」

秋谷裕幸（愛媛大学）「中原官話扮河片在北方方言音韻史上的住畳J［有講評】

14:35～16: 15 司会中西裕樹（同志社大学）

キ土 佳倫（国立中山大撃）「閑語古合口韻的歴史層弐系統」［有講評】

李 仲民（世新大壁／藍南大事）「卑東闘方言鼻音韻尾型化輿地理分布関係研究j

演閏 武志（東京大学・院）「桂南平話の系統的単一性に関する試論j

・第6会場（113中講義室）

9:30～11:10 司会太田斎（神戸市外国語大学）

陳 小珍（大東文化大学）「《文選》五臣音注寮母研究J

薪 振豪（京都大学・院）「初期「紐J説とパーリ語文献SubodhalalikaraJ

平山 久雄「『t;JJ韻』十巻稿本と藍本韻書の推定j

12:50～14:30 司会三木夏華（鹿児島大学）

呂 昭明（松山大学） r h人文献版本考i正《鐙史正音切前指南》的｜寸法泊文及其相美｜河題J

古川 雅之（東京大学）「ゴンサルベスの記した卑語方言J

張 珊「！二海語におけるIE！母音の共時的変異から見た普通話の影響J

14:35～16: 15 司会更科慎一（山口大学）

張 暁昭（神戸大学・院）「中国語「aiJ、rayiJ と日本語「あしリの調音j

陳 雅玲（園立清華大皐・院）「印尼籍看護華語整調之聾撃分析J

陳 淑娼（新竹教育大撃）「台湾聞南語優勢音的音饗趨勢一一台東閏南語的調査分析J

※1発表あたりの持ち時間は、発表20分、質疑応答10分です。 ［有講評】の場合は発表15分、

講評3分、回答2分、質疑応答10分となります。

※各発表の聞に5分間の休憩、を設定しであります。会場開の移動や発表者のパソコン調整のた

めに必要ですので、定時進行にご協力をお願いします。

※会場における追加資料の配布は認められておりません。
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“単双区分”在況活中的地位和作用（沈家盤｝

名劫包含

動調が名調のように指示語に（胞比走快。／我喜攻飽。）

中国語の動詞（陳述語）は名詞（指示語）に含まれる。“功恋名河”（陳述性の

ある指示語）

“単双区分”が“名功区分”より重要

2+2 出租房屋

[2+1］＝修飾構造

[1+2］＝動目構造

研究方法

出租房

治文集

租房屋

学画画

2音節名詞“汽卒”（述語にならない）

↓虚化

動態名詞“澗査”（“遊行，加以”＋～）

↓虚化

＊租房屋

＊文結集

？出租房

？学三3画

2音節動詞“洗操”（述誇になる） ← 1音節動詞“看”

2音節化でまた名詞に戻す

動詞という類は名詞という類から派生してきたものであり、一部の名詞が文法

化した産物である。

一部の名調が［＋陳述］とし、う述語の特徴を獲得しそれが語形上に現れると、

動調が1つの独立したカテゴリーとなる。

L匙金主豆ntialitv’と’ Realitv’ーモノ・サマ・コトの現実性と査鹿化をめぐる
問題一（木村英樹）

3.1.空間をめぐる実体化

(7)a. ＊外有一小男抜子。

b.外地有一小男子女子。

c.f1外有一ノト男抜子。

イ



方位詞

上，下，里，外，左，右・・・【概念的空間］

土地，下地，里地，外地，左i左，右辿床上，手里， fl外・・・【実体的空間］

(9）方向動詞

上，下，遊，出，回，辻，起

上来／去，下来／去，遊来／去，出来／去，回来／去，辻来／去，起来

(lO)a. ＊快出日巴！

b.快出来日巴！

3.2.＜サマ＞をめぐる実体化

(13)a. ＊逝去一看，屋里黒。

b.逝去一看，屋里黒黒的。

(14）形容詞

黒， 白，大，干浄・・・【概念的属性】

黒黒（的），白白（的），大大（的），干千浄浄（的）・・・【実体的属性】

3.3.＜動き＞をめぐる実体化

重ね型、“一下”の付加による有標化

老二，我主人錯JL，来，位技手。

慢些。小心！銭就要断了。把布翻辻来。停止！把布桂一下！

位 → 位技／位一下 → 位了一下／技辻洋卒／去控洋卒了

実体化 実存化

男子女子 → 一小男按子 → 迭小男子亥子／那男被子／男按子if]

実体化 実存化
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